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環境DNA分析
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「環境DNA分析」とは

⽔をすくって調べるだけ。
そこに「どんな⽣き物が」「どれくらいいるか」が分かる。

⽔をすくう DNAを調べる ⽣き物が分かる
川や湖、海などから⽔を採取し、
弊社に送っていただきます。

⽔中に含まれる⽣物由来のDNAを抽出。
そして、分析および解析を⾏います。

調査地点に、どんな⽣き物が･どれくらい
いるのかを可視化（⾒える化）します。

アユ

カワムツ

サワガニ

マルタニシ

オニヤンマ

⽣き物は、フン･粘液などの組織⽚を通じて、⽔中にDNAを残しています。
そのため、⽣き物を捕まえたり、⾒つけたりすることなく、
⽔をすくうだけで、⽣き物の情報を調べることができます。
※最近は、空気や⼟からも分析する実証を⾏っております。
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環境DNA分析の実⼒「（例）⿂類検出率︓93.3%」

画像引⽤︓沖縄美ら海⽔族館

美ら海⽔族館の
⽔槽⽔を採取

環境DNA分析
（網羅的分析）

飼育している全⿂種の

93.3%(168種）
を検出することに成功

全180種
（飼育⿂種数）

⽔槽によっては
100%
検出成功

※2015年JST研究
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⿂類
（淡⽔・海⽔）

甲殻類
（エビ・カニ）

海藻類
（藻場等）

⽔⽣昆⾍
（トビケラ等）

⼤型哺乳類
（クマ・イノシシ等）

環境DNA分析は⿂類だけでなく、幅広い⽣物の分析が可能

川・湖・海・沿岸・湿地・沼など、あらゆる⽔圏で活⽤可能。

⽔産資源調査 インフラ･建設⼟⽊ ⽣物多様性調査 獣害リスク予測

出展︓ダイヤモンド・オンライン
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環境DNA分析は、⿂を調べる技術ではなく、⽣き物を可視化する技術である。

環境DNAで実現する「新たな野⽣動物調査」
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河川の環境DNA調査で分かる範囲

上流

下流
上流１〜２kmまでの範囲

過去24時間以内に
⽣息していた可能性がある
⽣き物が分かります。

採⽔地点

【どこまでわかる︖（調査範囲）】
採⽔地点から上流約1〜2kmまでの範囲に⽣物のDNAを検出できる可能性があります。

【いつまでわかる︖（調査期間）】
採⽔時点から過去24時間程度に河川へ放出された⽣物のDNAを検出できる可能性があります。



Copyright 2026 Fishpass Co., Ltd.

CONFIDENTIALエコプロ 2026

6環境DNAの可視化システム︓特許取得済

「レポートシステム」⿂類の網羅的分析
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7環境DNAの可視化システム︓特許取得済

「レポートシステム」クマの種特異的分析

▶環境DNA分析の結果を、地図やグラフを⽤いて直感的に「⾒える化」する独⾃システムです。
専⾨知識がなくても、⽣物の検出状況や地点ごとの違いを容易に把握でき、漁協⾃治体・企
業・研究機関における環境保全、⽣物多様性評価、獣害対策などの意思決定を⽀援します。
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⽣息適地推定プラットフォーム『すみかマップ』（2025年）
環境DNAの更なる⾼度化「衛星データによる⽣息適地推定」

⽣息適地推定結果（スコア）をプラットフォーム上に表⽰することで、資源管理者が直
感的に結果を把握できるようにした。資源管理や調査計画の意思決定を⽀援する。
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⽣物多様性･⾃然資本

⽔･IoT･⽣活

新規事業･研究開発

ESG･情報開⽰等

⼯場･製造業

資源循環･インフラ

まちづくり･地域創⽣

・⽣物調査、モニタリングの効率化
・ネイチャーポジティブ対応
・事業地の⽣物多様性評価

・⽔質データ×環境DNAの統合
・猛暑、豪⾬、災害時の⽔環境把握
・⽔環境モニタリングDX（衛星）

・新たなサービス、製品開発
・独⾃の指標検討
・既存技術との組み合わせによる
新たな価値創出

・環境影響調査、事前評価
・ESGやサステナレポートデータ取得
・⾃然資本評価、情報開⽰⽀援

・河川、湖沼、海域の⽣態系把握
・⽔辺の価値向上、観光資源化
・データに基づく合意形成
・⼩中⾼を対象とした環境学習（探求学習）

・河川、湖沼等の⽣物モニタリング
・インフラ⼯事の環境影響評価
・再⽣資源プロジェクトの効果検証

・⼯場排⽔や周辺河川の⽣態系調査
・環境影響の把握、リスク管理
・科学的データに基づく環境管理

環境DNA分析



そして『未来』を守る

⽣態系の『今』を知る


